「美しの門にて」　使徒3:6　2012年9月9日(日)　聖日家族礼拝

イエス様は私たちの罪のために十字架にかかって死なれましたが、三日目に甦られました。そして天に昇り、今も生きておられます。

今日のお話しは、イエス様が天に昇られた後、お弟子さんたちに起こった出来事です。

1． ある日のこと、ペテロさんとヨハネさんはお祈りをするために、神殿に出かけて行きました。
2． そして「美しの門」と呼ばれる場所まで来ると、そこに一人の男の人が運ばれて来たではありませ

んか。その人は立つことが出来ません。ですからいつも「美しの門」のそばで、道行く人からお金をもらったりして生きてきたのです。

　さて、いきなりですが、ここで問題です！

この男の人に対してペテロさんは、いったい何と言ったでしょうか？

3． ①「お金は持っていないんだよ。」と言った。
　　男の人はお金をくれるものだと思っていたでしょうから、「馬鹿にするな！」と怒ったかも？？？

4． ②「お金ならたんまりありますよぉ～」と言って、札束をばら撒いた。

　　何でそんなにお金持ってたんですかねぇ？ 漁師をして儲かったんでしょうか？ よくわかりませんが･･･

5． ③「お金は出せないけどウサギちゃんなら出せますよぉ～」と言って、手品をして見せてあげた。

そりゃ～もう喜んだことでしょうね～❤

6． ①「金は持っていないんだよ」と言った。
②「お金ならたんまりありますよぉ～」と言った。

　　③「お金は出せないけどウサギちゃんなら出せますよぉ～」と言った。　・・・はい、どれでしょう？

7． 答えは①番です！

　お金がもらえると思っていた男の人は、この絵のように怒ったかどうか分かりませんけど、びっくりしたかも知れませんよね。

　ペテロさんもヨハネさんも、持っていないお金をあげることは出来ませんでしたが、もっと素敵なこと、もっともっと大事なことを、この男の人にしてあげたんです！
8． 「ナザレのイエス・キリストの名によって命じる。 さあ、立って歩きなさい。」使徒３：６
　男の人は、道行く人にお金をもらって、何とか生きていました。でも本当に欲しいものは、お金ではありません。2本の足で立って歩き、自分で仕事をして、それで生きて行きたかったんです。
　ペテロさんとヨハネさんには、それが分かったんですね。だからお金ではなく、イエス様の愛を与えたのです。イエス様の愛によってこの人は立ち上がり、生きて行くことが出来るようになったのです。

　イエス様を愛を知っていると、その人の本当に必要なこと、その人に何をしてあげたらよいのか、それが分かるようになるんだね。

　イエス様の愛によって、私たちも歩んでいきましょう。

　おしまい。

